
                                                 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 

１．大学全体のディプロマ・ポリシー 

建学の精神に基づく教育理念のもと、学科の別を超えて「教養」を涵養すべく、「知識・理解

」、「問題解決力」、「コミュニケーション力」、「情報リテラシー」、「社会性」を身につけ

た人材を育成する。そのために学科共通に学修する「共通教養科目」と各学科独自に体系化され

ている「学科科目」という二つの系列によってカリキュラムを編成している。 

このカリキュラムにおいて、それぞれの学科が設定した力を身につけ、所定の単位を修め、本

学学則に定める卒業要件を満たした者に短期大学士（教養・英語英文・経済）の学位を授与する。

（「知識・理解」「問題解決力」「コミュニケーション力」「情報リテラシー」「社会性」） 

 

２．学科のディプロマ・ポリシー 

［教養学科］ 

① 語学や情報技術を用いた基礎的なコミュニケーション能力を有し、多文化・異文化および社会

と自然に関する知識を理解し、倫理観や社会的責任を持ち、卒業後も自律・自立して学習でき

る教養を身につけている。（「知識・理解」「問題解決力」「コミュニケーション力」「情報

リテラシー」「社会性」） 

② 人間が培ってきた学術文化を専門的に学ぶことを通して、現代社会を生きる自己を見つめると

ともに、豊かな知識を人間理解の基礎として活用できる。（「知識・理解」「想像力」） 

③ 実社会における諸問題について主体的に考える姿勢を持ち、情報を適切に用いて問題の解決法

を探求し、環境に適応することができる。（「主体性」「情報リテラシー」「問題解決力」） 

④ 信頼される社会人としてふさわしい基礎的な技能とマナーを備え、他者と円滑に交流・協働し

ながら地域の発展を目指し積極的に行動することができる。（「規範・マナー意識」「コミュ

ニケーション力」「地域貢献力」） 

 

以上の学力を育むために本学科では、「共通教養科目」と「学科科目」という二つの系列によっ

てカリキュラムを編成している。このカリキュラムにおいて、所定の単位を修め、本学学則に定め

る卒業要件を満たした者に短期大学士（教養）の学位を授与する。 

 

［英文学科］ 

① 語学や情報技術を用いた基礎的なコミュニケーション能力を有し、多文化・異文化および社会

と自然に関する知識を理解し、倫理観や社会的責任を持ち、卒業後も自律・自立して学習でき

る教養を身につけている。（「知識・理解」「問題解決力」「コミュニケーション力」「情報

リテラシー」「社会性」） 

② 現実社会に即した実践的な英語力を身につけ、自分の意見・立場を相手に理解してもらうこと

ができると共に、相手の発信する情報も正確に把握し、深く議論することができる。（「実践

的英語力」「知識・理解」「情報リテラシー」） 



③ 英語力と英語圏および自国の文学・語学・文化・民族についての知識を持ち、国際的視野に立

ってコミュニケーションができる力を身につけている。（「英語と英語圏文化に関する知識」

「国際性」「コミュニケーション力」） 

④ 身近な地域の課題やグローバルな課題に主体的に取り組み、他者と協働し、倫理観を持って社

会に貢献することができる。（「問題解決力」「国際性」「社会性」） 

 

以上の学力を育むために本学科では、「共通教養科目」と「学科科目」という二つの系列によって

カリキュラムを編成している。このカリキュラムにおいて、所定の単位を修め、本学学則に定める卒

業要件を満たした者に短期大学士（英語英文）の学位を授与する。 

 

［経済学科］ 

① 語学や情報技術を用いた基礎的なコミュニケーション能力を有し、多文化・異文化および社会

と自然に関する知識を理解し、倫理観や社会的責任を持ち、卒業後も自律・自立して学習でき

る教養を身につけている。（「知識・理解」「問題解決力」「コミュニケーション力」「情報

リテラシー」「社会性」） 

② ローカルとグローバル双方の視点を持ち、経済学、経営学および法律に関する基本的な知識を

体系的に理解し、学んだ知識体系や情報リテラシーを用いて、問題を発見し、必要な情報を収

集・分析・整理し、解決策を提案することができる。（「知識・理解」「問題解決力」） 

③ ビジネスの場で求められる文献・情報を的確に収集・加工・保管し、倫理観を持って活用・発

信する能力を持ち、簿記およびコンピュータ等に関する実務的能力と金融リテラシーを身につ

けている。（「実務能力」「情報リテラシー」「金融リテラシー」） 

④ 自己の良心と社会の規範やルールに従うことができ、マナーを備えた行動により円滑に他者と

協調・協働し、地域経済や地域コミュニティの活性化に寄与することができる。（「社会性」

） 

 

以上の学力を育むために本学科では、「共通教養科目」と「学科科目」という二つの系列によって

カリキュラムを編成している。このカリキュラムにおいて、所定の単位を修め、本学学則に定める卒

業要件を満たした者に短期大学士（経済）の学位を授与する。 

 

 

 


